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○平成26年12月、まちづくりの目標となる将来都市像に「すこやかなまち～人と地域が輝く上越～」
を掲げ、「市民が主役のまちづくり」と各政策分野の取組を体系的にまとめた第6次総合計画（平成
27年度～34年度）を策定し、推進を図ってきました。

○前期4年間の政策分野別の施策を定めた基本計画が平成30年度末に終了することから、この間の施
策・事業の進捗や取り巻く課題の状況等を評価・検証するとともに、総合計画審議会での審議や市民
の意見などを反映し、総合計画の総仕上げに向けて後期4年間の施策をまとめた「後期基本計画」を
策定しました。

①新たな課題・変化した課題等への対応
　新たに生じた課題や変化した課題等に対応するため、43の基本施策と、それを具体化していくため
の柱となる107の対策（施策の柱）を定め、取組の強化・改善を図ります。

②人口減少・少子高齢化への対応
　各基本施策において、人口減少・少子高齢化の進行を要因とした課題への対応を重点化します。と
りわけ、まちづくりや各種産業、地域等の支え合い体制における担い手・後継者の不足が顕在化して
いるため、「まちづくりの人材育成・確保」の基本施策を新設し、対応を強化します。

③施策目標の見直し
　後期基本計画で強化・改善する取組について新たな目標を設定するなど、施策の進捗状況や社会経
済環境を踏まえて項目・数値を見直し、計画の実効性の確保・向上を図っています。

○基本構想は平成27年度から平成34年度までの8年間、後期基本計画は平成31年から平成34年度ま
での4年間とします。

　人と地域が輝く「すこやかなまち」の実現を目指し、上越市は平成26年12月、市民の皆様と共に「第6次
総合計画」を策定するとともに、平成27年度から平成30年度までを計画期間とする、前期4年間の取組を定
め、多様な施策を推進してきました。

　また、これと並行して、平成29年度からは本計画策定後における社会経済環境の変化等も注視しながら、
後期4年間における取組を視野に、今後の方向性を明確化するための評価・検証作業にも取り組んでまいり
ました。

　そこで改めて、これまでの4年間を振り返りますと、北陸新幹線の開業が大きなまちの力として根をおろす
一方で、国の地方創生の動きを捉えた交流人口の増加策、また、子育て環境の充実を図る取組などの効果も
相俟って、“人”と“まち”それぞれが新たな“輝き”を放ち始めています。

　まちづくりの原動力となる様々な地域活動に取り組まれる市民、団体が増加し、その活動の幅も広がって
います。そして、高齢者の介護予防や健康づくりに取り組む住民組織をはじめ、企業による地域貢献活動も活
発化し、社会全体で支え合う体制づくりの動きが、そこここに芽生え始め、大きな力になろうとしています。

　また、厳しい財政状況の下にあっても、このまちを次代を担う世代に繋いでいくために欠くことのできない
「将来に向けた価値ある投資」が結実し、高田公園オーレンプラザ、新水族博物館「うみがたり」、上越市立
歴史博物館には多くの市民が訪れ、喜び、学び、育ちの場としての活用が広まっています。さらに、100年の
歴史を超える歴史的文化財や町家の保存・活用を通じて交流人口の増加もみられるようになりました。

　こうした中、人口減少と少子高齢化の進行に伴い、労働力不足、中山間地域の支え合い機能の低下など、
急ぎ対応しなければならない課題もなお一層、顕在化してきています。

　「後期基本計画」では、これらの課題や変化に対する分析・評価の結果を踏まえ、まちの将来を展望する中
で、人口減少・少子高齢化の進行がもたらすまちづくりや各種産業での担い手・後継者不足への対応を最重
要課題として位置づけました。あわせて、新たに「まちづくりの人材育成・確保」の施策を加え、市民一人ひと
りの活躍や移住者を含む人材確保の取組を重点化するとともに、
「前期基本計画」から継続する施策においても、それぞれの課題へ
の対応と改善策の強化を図るよう意を用いたところであります。

　引き続き、「（仮称）上越市体操アリーナ」や「新潟県立武道館」
の整備、上信越自動車道の全線4車線化、北陸新幹線の敦賀延伸
など、今後のまちの発展に資する様々な動きもしっかりと捉えなが
ら、第6次総合計画の総仕上げに向け、この「後期基本計画」の推
進を通じて市民の皆さんとともに活力のある持続可能なまちづくり
を進めてまいります。

　結びに、本計画の策定に当たり、上越市議会並びに総合計画審
議会の皆様をはじめ、「まちづくり市民意見交換会」やパブリックコ
メントを通じて多くの市民の皆様と、これからのまちづくりについて
真摯な議論を重ねることができました。心から感謝申し上げます。

平成31年3月
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計画策定の背景2
まちの力の高まり

市民・団体

人口の推移と将来推計（昭和55年～平成57年）

上越市の世帯数と世帯構成の推移 地域自治区別の世帯構成（平成27年時点）

出典：総務省「国勢調査」及び国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（平成30年3月推計）を基に作成
　　※平成34年の人口推計値は、上記推計人口を基に当市にて推計したものです。

出典：総務省「国勢調査」を基に作成
※地域はおおむねの区分です。

出典：総務省「国勢調査」を基に上越市創造行政研究所作成
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○本計画の前期4年間（平成27年度～30年度）において、まちづくりの主役となる市民や各種団体、都市
機能（暮らしや市内外の交流を支える施設等）や交通ネットワークなど、当市の多様なまちの力は着実
に高まってきています。

人口減少の進行、世帯構成の変化
○平成27年の国勢調査で20万人を下回った当市の人口は、その後も減少傾向が続いており、本計画が終

了する平成34年には、当市の推計で約18万6千人となる見込みです。
○市全体の世帯数では、近年その規模は概ね維持されていますが、世帯構成の内訳としては、三世代の世

帯が減少し、単独世帯が増加する傾向となっています。
○地域自治区別の世帯構成では、市街地は単独世帯が多く、田園地域や中山間地域は三世代の世帯の割合

が高い傾向となっています。

○市民活動・地域活動に取り組む団体の増加、活動の広がり
　・NPOボランティアセンターの市民活動団体の登録団体数
 231団体（H26）→ 248団体（H29）
　・地域活動支援事業の採択数　310事業（H26）→ 359事業（H29）
○地域防災を担う組織の増加
　・自主防災組織の組織率 91.4%（H25）　→ 94.1%（H29）
○産業の担い手の広がり
　・障害のある人の実雇用率 1.51%（H25.6）→ 2.03%（H29.6）
　・女性の就業率 74.6%（H25）　→ 77.8%（H29）
　・認定農業者数 1,004人（H25）→ 1,182人（H29）
○スポーツで活躍する子どもの増加
　・小中高校生の北信越・全国クラスの大会の出場者数の推移
 273人（H25）　→ 464人（H29）
※ 根拠とした項目・数値は、本計画の施策目標等として把握するもの

まちの力の高まりが見られ
る一方で、次の課題も見ら
れます。

○担い手・後継者の不足
（消防団員、医師・看護師、中

小企業の後継者、芸術・ス
ポーツ活動の担い手）

○困り事・相談の増加
（女性相談、児童虐待、子ども

の育ち）
○空き家・空き地等の増加
○中山間地域の支え合い体制の

脆弱化、農地等の荒廃

都市機能・交通ネットワーク
○市民交流施設 高田公園オーレンプラザ
（平成29年9月開館）

○新水族博物館「うみがたり」
（平成30年6月開館）　

○上越市立歴史博物館
（平成30年7月リニューアル）

○クリーンセンター
（平成29年10月供用開始）

○北陸新幹線上越妙高駅の開業
（平成27年3月）・周辺整備

○上信越自動車道の全線4車線化
（平成31年度完了）
○小木直江津航路の高速化
（平成27年4月就航）
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牧区
安塚区
大島区
上越市
全国

夫婦のみ単独世帯

夫婦と子どもひとり親と子ども

その他三世代世帯

夫婦のみ単独世帯
夫婦と子ども

ひとり親と子ども
その他三世代世帯

7,344 7,473 3,438 18,088 21,980

8,505 8,813 3,737 16,814 21,560

11,012 10,419 4,227 16,746 20,838

11,86213,996 4,939 17,068 15,725 3,886

12,82714,088 5,563 17,056 13,963 4,319

13,41717,866 6,092 17,073 12,262 4,460

13,97218,682 6,283 17,121 10,510 4,241

58,323
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 38%
 14%
 16%
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 20%
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 32%
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 20%
 19%
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 24%
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59,429

63,242
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71,170
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70,809
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計画策定の背景2
まちの力の高まり

市民・団体

人口の推移と将来推計（昭和55年～平成57年）

上越市の世帯数と世帯構成の推移 地域自治区別の世帯構成（平成27年時点）

出典：総務省「国勢調査」及び国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（平成30年3月推計）を基に作成
　　※平成34年の人口推計値は、上記推計人口を基に当市にて推計したものです。

出典：総務省「国勢調査」を基に作成
※地域はおおむねの区分です。

出典：総務省「国勢調査」を基に上越市創造行政研究所作成
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S60

（人）
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推計値

45,455

141,856

40,003 35,352 32,364 29,917 27,584 25,048 22,959 20,849 19,090 17,480 16,188 14,919

138,047
136,095

133,142 126,491 120,754 111,997 104,053 97,717 91,775 85,225 77,115 70,098

34,191 40,613 46,308
50,341

53.542
58,970

62,381
62,395

61,152
60,021

59,717
58,015

48,188

25,314 29,032

142,818

143,032
153,020

162,726

172,017
180,961

189,393
196,987

203,899208,082
211,870212,060212,248216,348216,320

65歳以上15～64歳0～14歳

○本計画の前期4年間（平成27年度～30年度）において、まちづくりの主役となる市民や各種団体、都市
機能（暮らしや市内外の交流を支える施設等）や交通ネットワークなど、当市の多様なまちの力は着実
に高まってきています。

人口減少の進行、世帯構成の変化
○平成27年の国勢調査で20万人を下回った当市の人口は、その後も減少傾向が続いており、本計画が終

了する平成34年には、当市の推計で約18万6千人となる見込みです。
○市全体の世帯数では、近年その規模は概ね維持されていますが、世帯構成の内訳としては、三世代の世

帯が減少し、単独世帯が増加する傾向となっています。
○地域自治区別の世帯構成では、市街地は単独世帯が多く、田園地域や中山間地域は三世代の世帯の割合

が高い傾向となっています。

○市民活動・地域活動に取り組む団体の増加、活動の広がり
　・NPOボランティアセンターの市民活動団体の登録団体数
 231団体（H26）→ 248団体（H29）
　・地域活動支援事業の採択数　310事業（H26）→ 359事業（H29）
○地域防災を担う組織の増加
　・自主防災組織の組織率 91.4%（H25）　→ 94.1%（H29）
○産業の担い手の広がり
　・障害のある人の実雇用率 1.51%（H25.6）→ 2.03%（H29.6）
　・女性の就業率 74.6%（H25）　→ 77.8%（H29）
　・認定農業者数 1,004人（H25）→ 1,182人（H29）
○スポーツで活躍する子どもの増加
　・小中高校生の北信越・全国クラスの大会の出場者数の推移
 273人（H25）　→ 464人（H29）
※ 根拠とした項目・数値は、本計画の施策目標等として把握するもの

まちの力の高まりが見られ
る一方で、次の課題も見ら
れます。

○担い手・後継者の不足
（消防団員、医師・看護師、中

小企業の後継者、芸術・ス
ポーツ活動の担い手）

○困り事・相談の増加
（女性相談、児童虐待、子ども

の育ち）
○空き家・空き地等の増加
○中山間地域の支え合い体制の

脆弱化、農地等の荒廃

都市機能・交通ネットワーク
○市民交流施設 高田公園オーレンプラザ
（平成29年9月開館）

○新水族博物館「うみがたり」
（平成30年6月開館）　

○上越市立歴史博物館
（平成30年7月リニューアル）

○クリーンセンター
（平成29年10月供用開始）

○北陸新幹線上越妙高駅の開業
（平成27年3月）・周辺整備

○上信越自動車道の全線4車線化
（平成31年度完了）
○小木直江津航路の高速化
（平成27年4月就航）
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計画の全体構成3
○「すこやかなまち ～人と地域が輝く上越～」の実現に向けて、「選ばれるまち 住み続けたいまち」を

テーマにまちづくりを進めていきます。

○具体的な政策・施策は、「市民が主役のまちづくり」と七つの政策分野で構成し、各分野で「すこやか
なまちのイメージ」を目標として掲げ、取組を進めていくとともに、「暮らし」「産業」「交流」の三
つの重点戦略の下で分野横断的・重点的に取組を進めていきます。

○また、土地利用構想に基づき、市民の暮らしを守り、次の世代にこのまちを引き継いでいくための土地
利用や、暮らしを支える都市機能と交通ネットワークの整備を推進します。

土地利用の
基本的な
考え方

政策分野別
の取組

重点的・
分野横断的
な取組

人
口
減
少
の
進
行

す
こ
や
か
な
ま
ち
〜
人
と
地
域
が
輝
く
上
越
〜

世
帯
構
成
の
変
化

歳
入・歳
出
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衡

政策分野別の取組

三つの重点戦略

土地利用構想

市
民
の
暮
ら
し
を

　大
切
に
し
ま
す

市
民
と
と
も
に

　ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

ま
ち
の
総
合
力
と

　求
心
力
を
高
め
ま
す

選
ば
れ
る
ま
ち

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り（
全
分
野
共
通
の
取
組
）

住
み
続
け
た
い
ま
ち

防災・防犯分野1

2

3

4

5

6

7

環境分野

健康福祉分野

産業・経済分野

農林水産分野

教育・文化分野

都市基盤分野

暮らし 産業 交流

めりはり
のある
土地利用

暮らしを
支える
拠点の
構築

人や物の
移動を支える
交通ネットワーク

の構築

将来都市像4

○「すこやかなまち」とは、市民の皆さんが「すこやかな暮らし」を送ることができる理想的なまちの姿を包括的
なイメージで表現したものです。

○これからの市政運営では、このまちで暮らす市民一人ひとりが「すこやかな暮らし」を実現できる条件を整え
ていくことを基本的な役割と認識し、各政策分野において、それぞれの「すこやかなまち」のイメージを目標と
して、必要な取組を推進していきます。

　平成17年の市町村合併によって、様々な個性を有
するまちが一つとなり、自然環境と生活の利便性が調
和した総合力の高いまちとなった当市が、地方の中心
都市としての機能を発揮し、市内外への求心力を高め
ていくことによって可能となる理想的な暮らしをイメー
ジしました。

《第6次総合計画将来都市像》
すこやかなまち ～人と地域が輝く上越～

　「人と地域が輝く」の「人」は、当市に暮らす市民
一人ひとりです。また、「地域」は、市民が暮らしている
身近なコミュニティや一定の生活圏、そして市域全域
と多様な階層で構成されるものであり、人が輝き、地
域が輝くことによって、まち全体の輝きが増すとの考え
方を示しています。

「すこやかな暮らし」とは… 「人と地域が輝く」とは…

政策分野別のすこやかなまちのイメージ

市民が主役の
まちづくり

誰もが個性と能力を発揮する機会が
保障されており、市民主体のまちづくり
が行われ様々な支え合いの仕組みが
整っている「人と地域が輝くまち」

健康福祉分野
誰もが生涯を通じてこころと体
の健やかさを保てる環境が整
い、安心して自分らしく暮らせ
るまち

教育・文化分野
学び高め合う環境が整い、まち
の歴史・文化が誇らしく感じら
れ、心豊かに暮らせるまち

都市基盤分野
暮らしと産業を支える機能的・
安定的な都市基盤が整い、魅力
的な空間の中で快適に暮らせ
るまち

環境分野
市民一人ひとりに環境に対する意識
が根付き、自ら行動することにより、
豊かな自然が大切に守られ、良好な
環境の中で心地よく暮らせるまち

防災・防犯分野
日頃から地域全体として災害や
犯罪・事故等への備えが整い、
安全・安心に暮らせるまち

農林水産分野
なりわいとしての農林水産業や
農山漁村に活力があり、そこか
ら生み出される多様な恵みを
受けて豊かに暮らせるまち

産業・経済分野
力強く自立性の高い地域経済
が構築され、生活の糧となる働
く場を選択することができ、生
きがいをもって暮らせるまち

計画策定の
背景

将来
都市像

市政運営の
基本方針

市政運営の
テーマ
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計画の全体構成3
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の健やかさを保てる環境が整
い、安心して自分らしく暮らせ
るまち

教育・文化分野
学び高め合う環境が整い、まち
の歴史・文化が誇らしく感じら
れ、心豊かに暮らせるまち

都市基盤分野
暮らしと産業を支える機能的・
安定的な都市基盤が整い、魅力
的な空間の中で快適に暮らせ
るまち

環境分野
市民一人ひとりに環境に対する意識
が根付き、自ら行動することにより、
豊かな自然が大切に守られ、良好な
環境の中で心地よく暮らせるまち

防災・防犯分野
日頃から地域全体として災害や
犯罪・事故等への備えが整い、
安全・安心に暮らせるまち

農林水産分野
なりわいとしての農林水産業や
農山漁村に活力があり、そこか
ら生み出される多様な恵みを
受けて豊かに暮らせるまち

産業・経済分野
力強く自立性の高い地域経済
が構築され、生活の糧となる働
く場を選択することができ、生
きがいをもって暮らせるまち

計画策定の
背景

将来
都市像

市政運営の
基本方針

市政運営の
テーマ

後期基本計画
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政策分野別の取組5

政策分野と基本方針 基本政策 基本施策 施策の柱

市民が主役のまちづくり
P.10

1 市民が個性と
能力を発揮できる
まちの実現

1 人権尊重・非核平和
友好の推進

1 人権に関する意識啓発の推進
非核平和に関する意識啓発の推進
多文化共生の推進
男女共同参画・女性活躍の促進
相談体制の充実
ユニバーサルデザインの普及啓発
公共施設におけるユニバーサルデザインの推進
人材の育成
若者等の定住・UIJターンの促進
多様な市民活動への支援
市民参画と協働の推進
支え合い体制構築の推進
地域自治区制度の推進
地域コミュニティ活動の促進

中小企業・小規模企業の経営基盤の安定・強化
新製品・新技術開発等の企業の育成支援
商店街の維持・活性化
直江津港の拠点性の強化
物流・貿易の活性化
企業立地の推進
起業・創業の支援
経済交流の推進
当市ならではの観光地域づくり
広域交通網をいかした誘客促進
市内の回遊性の向上
各種コンベンション等の誘致
誘致効果の拡大
市内就労の促進
職業能力の向上
仕事と生活の調和の促進

生産基盤の強化
担い手の確保
所得の向上
担い手の確保
所得の向上
林業・水産資源の維持
農業・農地の維持
農村の維持
里地里山の保全
食育活動の推進
生産活動を通じた生きがい・活躍の場づくり

基礎学力の向上
特色ある学校教育の推進
全ての子どもの学びの保障
学校の適正配置・整備
地域ぐるみの教育の推進
多様な学習機会の提供
公民館活動を通じた人づくり
図書館活動の推進
スポーツ活動の普及推進
スポーツ競技力の向上
歴史・文化的資源の保存と活用
文化・芸術活動の振興

施設の長寿命化の推進
整備計画に基づく効率的・効果的なインフラ整備
地域交通の利便性向上
広域交通網との連結強化
冬期間の交通網の確保
適正な規制と誘導の推進
計画的な市街地整備
拠点機能の維持
景観形成の推進
自然と調和した都市空間の形成

危機管理能力の向上
自然災害への対応力の強化
原子力災害への対応力の強化
地震に強い都市構造の構築
治山治水対策の推進
災害に強い居住環境の構築
常備消防体制の整備
消防団活動の推進
市民一人ひとりの防災意識の向上
自主防災活動の推進
多様化・巧妙化する犯罪への対応
地域防犯力の向上
交通安全意識の啓発
交通安全活動の推進

ごみの適正処理の推進
リサイクルの推進
公害対策の推進
排水処理対策の推進
生物多様性の保全
開発事業に対する環境配慮の指導
再生可能エネルギーの普及
省エネルギー化の推進
環境を学ぶ機会の提供
環境美化の推進

健康づくり活動の推進
こころの健康サポートの推進
公衆衛生環境の保全
上越地域医療センター病院の機能強化
地域医療ネットワークの構築
救急医療体制の確保
介護予防の推進
生きがいづくりの推進・出番の創出
最適なサービス提供
見守り体制の強化
就学支援の充実
就労支援の充実
社会参加の促進
相談体制の強化
自立へ向けた支援の充実
母子保健事業の充実
子育て家庭への経済的支援
子どもの育ち支援の充実
保育園等の充実
多様な保育サービスの提供

2
3

3

2 男女共同参画社会の形成 1
2

3 ユニバーサルデザインの推進 1
2

2 市民が主体の
まちづくり

1

市民活動の促進

まちづくりの人材育成・確保 1
2
1
2

3

2

地域自治の推進 1
2

1

防災・防犯分野
P.11 1 大規模災害への

備えの確保

1 大規模災害への
対応力の強化

1
2
3

2 災害に強い
都市構造の構築

1
2
3

2 日常的な災害への
対応力の強化

1 消防体制の整備 1
2

2 地域防災力の維持・向上 1
2

3 防犯・交通安全
対策の推進

1 防犯対策の推進 1
2

2 交通安全対策の推進 1
2

2

環境分野
P.12 1 地域環境の保全

1 ごみ減量・リサイクルの推進 1
2

2 環境汚染の防止 1
2

3 自然環境の保全 1
2

2 地球環境の保全
1 地球温暖化対策の推進 1

2

2 環境学習の推進 1
2

3

健康福祉分野
P.13 1

市民の
健康寿命の延伸

1 こころと体の健康の増進
1
2
3

2 地域医療体制の充実
1
2
3

2
安心できる
福祉の推進

1 高齢者福祉の推進

1
2
3
4

2 個性を尊重した
障害者福祉の促進

1
2
3

3 複合的な課題を抱える
世帯への支援

1
2

3

子どもが健やかに
育ち、安心して
産み育てられる
環境の充実

1 子育てに関する負担や
不安の軽減

1
2
3

2 子育て環境の充実 1
2

4

産業・経済分野
P.14

1 足腰の強い
産業基盤の確立

1 ものづくり産業・商業の
振興

1
2
3

2 物流・貿易の振興 1
2

3 新産業・ビジネス機会の
創出

1
2
3

2 交流人口の拡大
1 観光の振興

1
2
3

2 交流機会の拡大 1
2

3 生きがいとやりがいを
生む雇用の創出 1 就労支援の充実

1
2
3

5

農林水産分野
P.15 1 農林水産業の振興

1 農業の振興
1
2
3

2 林業・水産業の振興
1
2
3

2 多面的機能の維持
1 中山間地域の振興

1
2
3

2 農・食を通じた生きる力の向上 1
2

6

教育・文化分野
P.16 1 学校教育の

質の向上

1「知・徳・体」を育む
 学校教育の推進

1
2

2 学校教育環境の整備
1
2
3

2 社会教育・
文化活動の推進

1 学びを通じた人づくり、
地域づくりの推進

1
2
3

2 スポーツ活動の推進 1
2

3 文化活動の振興 1
2

7

都市基盤分野
P.17 1 機能的・安定的な

都市基盤の整備

1 インフラ整備の最適化 1
2

2 機能的・効率的な交通
ネットワークの確立

1
2
3

2
魅力的な空間の
形成

1 土地利用政策の推進
1
2
3

2 地域の個性をいかした
空間形成

1
2

政策分野と基本方針 基本政策 基本施策 施策の柱

○本計画では、将来都市像の実現に向けて、「市民が主役のまちづくり」と七つの政策分野による取組を
体系的にとりまとめています。
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政策分野別の取組5

政策分野と基本方針 基本政策 基本施策 施策の柱

市民が主役のまちづくり
P.10

1 市民が個性と
能力を発揮できる
まちの実現

1 人権尊重・非核平和
友好の推進

1 人権に関する意識啓発の推進
非核平和に関する意識啓発の推進
多文化共生の推進
男女共同参画・女性活躍の促進
相談体制の充実
ユニバーサルデザインの普及啓発
公共施設におけるユニバーサルデザインの推進
人材の育成
若者等の定住・UIJターンの促進
多様な市民活動への支援
市民参画と協働の推進
支え合い体制構築の推進
地域自治区制度の推進
地域コミュニティ活動の促進

中小企業・小規模企業の経営基盤の安定・強化
新製品・新技術開発等の企業の育成支援
商店街の維持・活性化
直江津港の拠点性の強化
物流・貿易の活性化
企業立地の推進
起業・創業の支援
経済交流の推進
当市ならではの観光地域づくり
広域交通網をいかした誘客促進
市内の回遊性の向上
各種コンベンション等の誘致
誘致効果の拡大
市内就労の促進
職業能力の向上
仕事と生活の調和の促進

生産基盤の強化
担い手の確保
所得の向上
担い手の確保
所得の向上
林業・水産資源の維持
農業・農地の維持
農村の維持
里地里山の保全
食育活動の推進
生産活動を通じた生きがい・活躍の場づくり

基礎学力の向上
特色ある学校教育の推進
全ての子どもの学びの保障
学校の適正配置・整備
地域ぐるみの教育の推進
多様な学習機会の提供
公民館活動を通じた人づくり
図書館活動の推進
スポーツ活動の普及推進
スポーツ競技力の向上
歴史・文化的資源の保存と活用
文化・芸術活動の振興

施設の長寿命化の推進
整備計画に基づく効率的・効果的なインフラ整備
地域交通の利便性向上
広域交通網との連結強化
冬期間の交通網の確保
適正な規制と誘導の推進
計画的な市街地整備
拠点機能の維持
景観形成の推進
自然と調和した都市空間の形成

危機管理能力の向上
自然災害への対応力の強化
原子力災害への対応力の強化
地震に強い都市構造の構築
治山治水対策の推進
災害に強い居住環境の構築
常備消防体制の整備
消防団活動の推進
市民一人ひとりの防災意識の向上
自主防災活動の推進
多様化・巧妙化する犯罪への対応
地域防犯力の向上
交通安全意識の啓発
交通安全活動の推進

ごみの適正処理の推進
リサイクルの推進
公害対策の推進
排水処理対策の推進
生物多様性の保全
開発事業に対する環境配慮の指導
再生可能エネルギーの普及
省エネルギー化の推進
環境を学ぶ機会の提供
環境美化の推進

健康づくり活動の推進
こころの健康サポートの推進
公衆衛生環境の保全
上越地域医療センター病院の機能強化
地域医療ネットワークの構築
救急医療体制の確保
介護予防の推進
生きがいづくりの推進・出番の創出
最適なサービス提供
見守り体制の強化
就学支援の充実
就労支援の充実
社会参加の促進
相談体制の強化
自立へ向けた支援の充実
母子保健事業の充実
子育て家庭への経済的支援
子どもの育ち支援の充実
保育園等の充実
多様な保育サービスの提供

2
3

3

2 男女共同参画社会の形成 1
2

3 ユニバーサルデザインの推進 1
2

2 市民が主体の
まちづくり

1

市民活動の促進

まちづくりの人材育成・確保 1
2
1
2

3

2

地域自治の推進 1
2

1

防災・防犯分野
P.11 1 大規模災害への

備えの確保

1 大規模災害への
対応力の強化

1
2
3

2 災害に強い
都市構造の構築

1
2
3

2 日常的な災害への
対応力の強化

1 消防体制の整備 1
2

2 地域防災力の維持・向上 1
2

3 防犯・交通安全
対策の推進

1 防犯対策の推進 1
2

2 交通安全対策の推進 1
2

2

環境分野
P.12 1 地域環境の保全

1 ごみ減量・リサイクルの推進 1
2

2 環境汚染の防止 1
2

3 自然環境の保全 1
2

2 地球環境の保全
1 地球温暖化対策の推進 1

2

2 環境学習の推進 1
2

3

健康福祉分野
P.13 1

市民の
健康寿命の延伸

1 こころと体の健康の増進
1
2
3

2 地域医療体制の充実
1
2
3

2
安心できる
福祉の推進

1 高齢者福祉の推進

1
2
3
4

2 個性を尊重した
障害者福祉の促進

1
2
3

3 複合的な課題を抱える
世帯への支援

1
2

3

子どもが健やかに
育ち、安心して
産み育てられる
環境の充実

1 子育てに関する負担や
不安の軽減

1
2
3

2 子育て環境の充実 1
2

4

産業・経済分野
P.14

1 足腰の強い
産業基盤の確立

1 ものづくり産業・商業の
振興

1
2
3

2 物流・貿易の振興 1
2

3 新産業・ビジネス機会の
創出

1
2
3

2 交流人口の拡大
1 観光の振興

1
2
3

2 交流機会の拡大 1
2

3 生きがいとやりがいを
生む雇用の創出 1 就労支援の充実

1
2
3

5

農林水産分野
P.15 1 農林水産業の振興

1 農業の振興
1
2
3

2 林業・水産業の振興
1
2
3

2 多面的機能の維持
1 中山間地域の振興

1
2
3

2 農・食を通じた生きる力の向上 1
2

6

教育・文化分野
P.16 1 学校教育の

質の向上

1「知・徳・体」を育む
 学校教育の推進

1
2

2 学校教育環境の整備
1
2
3

2 社会教育・
文化活動の推進

1 学びを通じた人づくり、
地域づくりの推進

1
2
3

2 スポーツ活動の推進 1
2

3 文化活動の振興 1
2

7

都市基盤分野
P.17 1 機能的・安定的な

都市基盤の整備

1 インフラ整備の最適化 1
2

2 機能的・効率的な交通
ネットワークの確立

1
2
3

2
魅力的な空間の
形成

1 土地利用政策の推進
1
2
3

2 地域の個性をいかした
空間形成

1
2

政策分野と基本方針 基本政策 基本施策 施策の柱

○本計画では、将来都市像の実現に向けて、「市民が主役のまちづくり」と七つの政策分野による取組を
体系的にとりまとめています。
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市民が主役のまちづくり　

目標

主な取組

主な施策目標

　誰もが個性と能力を発揮する機会が保障されており、
市民主体のまちづくりが行われ様々な支え合いの仕組み
が整っている「人と地域が輝くまち」を目指します。

・近年増加するインターネット上の人権侵害などの解消を含め、人権尊重
の啓発活動や相談、被害者の救済に取り組みます。
・恒久平和の実現に向けて、非核平和に関する意識啓発を推進します。
・外国人市民が暮らしやすく、活躍できる環境づくりを進めます。

人権尊重・非核平和友好の推進

・市民や事業者のユニバーサルデザインの理解促進と主体的な取組を推進し
ます。
・「公共建築物ユニバーサルデザイン指針」に基づき、市民が安全に安心し
て快適に利用できる施設整備を推進します。

ユニバーサルデザインの推進

・まちづくりの様々な分野において、課題解決に意欲を持って取り組む人
材の育成に取り組みます。
・地域に愛着と誇りを持つ若者等の定住やUIJ ターンを促進します。

まちづくりの人材育成・確保

・市民活動団体の交流促進や、市民への市政情報の効果的な発信、
若者や女性がまちづくりに参画しやすい環境づくりを進めます。
・中山間地域等の暮らしの支え合い体制づくりに取り組みます。

市民活動の促進

・地域協議会等の制度の周知と活用を促進します。
・地域の課題解決や活性化に取り組む町内会等へアドバイザー
を派遣するなど、地域の主体的な活動を支援します。

地域自治の推進

・様々な分野・場面で女性が活躍しやすい環境づくりに取り組みます。
・ＤＶや児童虐待など、様々な要因が複雑に絡み合う問題への対応を強化
し、適切な相談、サポートに取り組みます。

男女共同参画社会の形成
▲広島平和記念式典への中学生派遣

▲地域活動支援事業の活用
　（大島区・「ほたるのこおどり」
　未来への継承事業）

項目 現状値（時点） 目標（H34）

市の移住関係制度等を利用した移住者数 33組・57人
（H28-29 平均） 43組・62人

地域活動や市民活動に参加している市民の割合
（上越市市民の声アンケート） 41.5％（H30） 50.0％
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